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H24年1月 区内で重大虐待事件発生
(急性硬膜下血腫等) 市内でも多発

区内の子育て支援に関わる様々な主体が相互に連携・情報交換し、地域ぐ
るみで妊娠中及び子育て中の家庭を応援するために設立

【構成メンバー】

医師会等、保育所、幼稚園、地域の子育て支援機関や民生委員・主任児童
委員等

【具体的な取り組み】

・定期的な会議の開催(年3回) 「顔の見える関係」づくり

・キッズカードを全乳幼児に配布

・研修会の開催

H26年3月
「あさひ子育て安心ネットワーク」発足

（愛称：キッズネット）
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顔の見える関係から
より具体的にネットワークを活用

SECOND STAGE
【設立から7年】

•顔の見える関係による個別案件へ対応

•年3回の会議では、行政の取組み報告が中心

•グループ討議も 人数多く・話足りない

•コロナ禍で集まることも・・・

•まだまだ各団体等の日常の活動を知らない

•ネットワークの具体的なイメージとは
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